
1．はじめに
1.1. 問題の所在

「観察による徒弟制」に基づく教員養成学部生の類型分析
－教職の社会化過程としての学校経験と教職観－

Typological Analysis of Preservice Teachers Based on “Apprenticeship of Observation”：
School Experience as Socialization of Teachers and View on Teaching Profession
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1.2. 調査とデータの概要

2．分析 1：学校経験の類型化と各類型の具体的特徴
2.1. 教員養成学部生における学校経験の類型化



2.2．学校経験各類型の具体的特徴

①「Ⅰ 逸脱型」（44 名 ,18.7%）



②「Ⅱ 同化型」（91 名 ,37.7%）

③「Ⅲ 回避型」（37 名 ,15.7%）

④「Ⅳ 消極型」（63 名 ,26.8%）



3．分析 2：学校経験と教職観との関係
3.1．学校経験類型ごとの教職観の比較



3.2．類型間における教職観乖離の具体的検討

①教師の連携・協働（「連携協働性」･･･ 逸脱型・同化
型＞回避型，逸脱型＞消極型）

②子どもに対する教師の影響（「全人的影響」･･･ 逸脱型・
同化型＞回避型）



③教師の社会的地位
（「社会的地位」･･･ 同化型＞回避型）

4．まとめ

〈注〉



〈引用・参考文献〉


